
２０２４／０３／２９（金）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

『このくらいは・・・だいじょうぶだろう』
過信と油断は、事故のもと

『かもしれない』･･･を習慣にして
『事故ゼロ』に

事故を起こさないために
相手を思いやり、余裕をもった運転が大切です

日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者を見落とさないように気を付けましょう

忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

スピードダウンの徹底

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午後７時 横断歩道のない場所
軽自動車にはねられ、高齢女性死亡
「気づいたら、歩行者が前に…」
◇夜間は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇

◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２４／３／１４（木）
１３日午後７時頃、静岡県の市道で軽自動車が歩行者をはねる事故があり、歩いていた女性（７９）が意識不明の

重体で病院に運ばれ、その後、死亡しました。警察によりますと、現場は横断歩道のない片側１車線の道路で、
軽自動車を運転していた女性（４０）は「気づいたら歩行者が前にいた」と話しているということです。警察が当
時の状況や事故の原因などを調べています。

午後７時 国道を横断していた高齢女性
軽乗用車にはねられ、意識不明の重体

◇夜間は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２４／３／１４（木）
１３日午後７時半過ぎ、長崎県の国道を横断していた女性（８５）が軽乗用車にはねられ、意識はあったものの顔

から出血していて、病院に搬送時容体が急変ー、意識不明となり重体だということです。現場は片側１車線の直
線道路で、警察は軽乗用車を運転していた女性（２３）から話を聞くなどし事故の原因など調べています。

午後５時前 山道から車が5、6ｍ下に転落
運転者とみられる女性が死亡

助手席の男性は、負傷、入院
◇林道、狭い道路、慎重に運転しましょう◇

２０２４／３／１４（木）
１３日午後４時４５分頃、熊本県の山道で転落した車の助手席に乗っていたとみられる５０代の男性から「自分がど

こにいるかわからない」と通報がありました。車には、この男性と運転していたとみられる４０代の女性が乗って
いて、山道から５、６メートル下の山林へ転落したとみられます。２人は通報から約２時間後に救助され、病院へ搬
送されましたが、運転していた女性は病院で死亡が確認されました。助手席の男性はけがをして入院しています
が、意識はあるということです。警察では車が転落した原因などを調べています。


